
地

紋

節
八
容

も
連
潰
す
る
｡
三
種
相
互
の
境
堺
も
､
.そ
れ
ら
ビ
周
囲

ど
の
境
界
も
､

こ
の
連
結
部
を
去
れ
ば
去
る
程
明
瞭
に

な
る
の
.で
あ
る
〕

こ
れ
等
の
分
離
は
す

べ
て
恐
ら
-
自
重
紀
以
後
に
起

つ
尭
も
の
で
､
大
健
次
の
順
序
で
も
あ
ら
-
か
｡

(
l
)
阿
拭
駅
満
悦

の
陣
地
(必
ず
し
も
始
め
て
の
隙
超
で
な
い
O

多
分
ほ
役
柄
的
隙
超
で
あ
ら
う
)
･･････白
.雅
紀
上
部
双
楽
府
形
成

後
｡

そ
の
加
牧
は
上
也
野
-
助
川
紬
及
び
そ
の
社
長
で
あ
っ
て
'
断
層

■
エ
リ
-
む
し
ス
拙
州
か
｡

そ
の
西
級
は
鯉
川
の
紘
な
ら
む
も
朋
か
で
な
-
､
ま
た
北
部
に
は

逃
総
せ
ぬ
｡

解

式
助

豊
川

三
八

(
二
)

農
期
の
滞
蝕
､
絹
針
希
の
成
婚
.

(
≡
)

阿
武
里
的
岬
の
三
分
｡
-
-
ネ

新
-f
初
期
か
.

淀
神
川
系
断
櫛
純
粋
'
榊
描
久
之
埼
断
層
線
等
の
成
雪

長

川
賢

原
綿
の
税
的
久
は
新
出
称
｡

〔
凹
)

申
新
改
及
び
鮮
新
枕
の
鴫
棟
〉

(
五
)

阿
武
腿
市
原

rS
･現
勢
成
立
O

各
柿
造
軌
の
役
柄
'
舶
山
粥
側
伺
北
線
の
新
盤
に
LIL
t(,北
種
の
米

分
粒
斜
､
(
鉱
山

E
櫛
の
墾

二
紀
銀
塊
恕
之
に
興
る
)

(
六
)

地
組
の
上
昇
韓
｡

X

X

X

X

以
上
は
勿
静
索
肺
の
う
ち
の
東
郷
で
あ
る
｡
こ
れ
私
本
館
の
給
-1
す

る
ま
で
に
ほ
稀
々
の
火
JtJな
訂
正
-
い
ら
う
O

北
欧
特
に
瑞
典
の
磯
鋸

Jヾ其
の
分
布上

清

寅

次

郎

北
欧
諸
国

即
ち
瑞
典
'
諾
威
､
幕
閣
の
譜
鯛
に
は

各
地
に
助
川
が
あ
っ
て
.
教
欧
洲
の
約

一
割
の
嚇
畳
を

亜
澱
す

る
･,J
い
び
ー
現

今
軟
洲
製
鉄
原
料
の

一
割
充
分

～

は
こ
れ
等
の
諮
閲
か
ら
供
給
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
｡
殊
にニ
ス

カ
ソ
デ
ナ
ゲ
ヰ
ア
牛
島
の
北
部
､
瑞
典
.d
詳
成

ど
の
壊

界
附
鑑
は
有
名
な
る
磁
蛾
執
成
の
布
衣
す
る
地
帯
で
あ



っ
て
世
碁
第

一
の
栴
あ
る
キ
ル
ナ
城
川
も
こ
ゝ
に
あ
る

-
然

る
に
開
磯
は
米
だ
不
十
分
で
あ
る
上
に
､
製
織
業
は

磯
属
し
な

い
た
め

'こ
れ
等
の
諸
軌
か
ら
塵
す
る
蛾
鋸

,
の
九
割
は
燭
･英
･白

･
米
英
他

山
譜
問
に
抽
出
さ
れ
て

居

る
℃

北
欧

魔
鏡
間
中
､
瑞
典
は
最
も
著
名
で
あ
っ
て
､
毎

年
六
七
官
万
廟

の
路
盤
を
産
山
L
.
六
BTTT万
噸
位
は
輪

･出
さ
れ
る
℃
瑞
典

で
は
多
小
銑
俄
に
作
ら
れ
る
の
で
あ

え

が
'
詐
威
で
は
年
産
三
十
万
噸
乃
至
七
十
万
噸
の
銭

鋸
各
部
祈
輸
出
す
る
の
で
あ
る
.
罪
閑
は
現
今
に
於
て

･

は
未
だ
採
鰻
が
極
め
て
幼
稚
で
あ
る
｡
ス
カ
ン
ヂ
ナ

..i

ヰ
ア
地
方
に
は
石
炭
の
産
出
せ
ざ
る
こ
だ
が

製
鉄
業

の

聴
達
に
は
著
し
い
防
暑
で
あ
っ
て
'
燃
料
だ
し
て
は
新

鹿
を
用
ゐ
て
居
る
｡
然

る
に
水
力
が
血
鼻
田
で
あ
る
か
ら

で
街
に
於
て
石
炭
の
不
旭
を
補

ふ
こ
.,J
が
出
水
.
撒
水

に
放

て
は
電
気
冶
金
業
に
於
て
嘱
望
さ
れ
て
屠
る
｡
こ

れ
等
北

欧
諸
岡
'

一
八
九

一
年
以
後
の
銭
髄
産
縛
は
次

表

の
泊
り
で
あ
る
.

.
年

次

ス
ウ
､エ

ー
デ

シ

ノ
ル
ウ

ェ

ー

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

7
八
九
1

砦

Tr0
0
0

北
枕
特
に
･=鞘;
粒
の
鎖
鎌
と
共
の
分
布

7
八
九
五

}
九
〇

l

一
九
〇
五

一
九
〇
九

一
九
∵
∪

山
九
H

1,<セ
arOO
O

ニ'七
乾Ot00
0

四'先
取tCO
O

R.It八重
､
0
0
0

現

'冥
一㌧GO
O

ぺ
rj:盟
1'00(J

一
九
1
二

が､完
こ､0
0
0

7
九
1
三

r
曇
温
.OC
:0

1
九
7
凹

⑳穴'宍
1
0
9
0

1
九
1
五

山ハ'宝
三'
0
rJ

7
九
二
ハ

･rlt八宗
tO
O
O

一
九
一
七

六､二
心'0
0
0

T
丸
山
八

L;
空
七㌧0
0
0

7
九
7
九

四J
O
1
00
0

7
九
二
〇

回'鍔
カ'00
C

一
九
]H

カ
ニ71崇
'0=0

一
九
二
二

六'完
八.~口00

7
九
二
三

kr#
C
O
､
0
0
0

一
九
二
凹

ボ'
晃
一tOC
O

z
r)
t
h
u

d

]
0
]
'
O

CO

≡

r

O

O

O

MC二､0
0
0

雪

宍
'
0
0
U

宕

ニ'00
0

き
三tOrJO

a

I
1

00
0

完
八t
C
O
O

蔑
'凸0
0

八八tO
U
}

七八､rJO
rJ

霞
'0
0
0

宗
田
､
c
O
O

]il(C'OCO

竺
三㌧0,3
0

･4

lt+.__

#,ニ0
0

主
'0
0
0

■
1.I
...
I

三

'心
=
O

I

:]:0
0

..7J.00
0

か
-
の
如
-
瑚
典
は
北
欧
産
餓
閉
ざ
し
て
最
も
有
名

で
あ
り
'
敢
近
育
年
限
に
於
で
特
に
塵
周
を
増
し
灯

り

で
あ
る
が
'
中
世
の
来
頃
か
ら
麿
に
優
良
な
る
銀
燭
を

ill
j
記

三
九



地

城

野

八
懲

猫
｡其
古

の
譜
園
に
供
給
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ

は
助
川
が
多

い
上
に
､
多
-
の
湖
沼
だ
河
流
は
錬
石

の

運
搬
を
助
け
p
針
葉
樹
が
多
-
て
燃
料
を
供
給
L
､
製

織

業
の
発
達
を
も
促
し
た
か
ら
で
あ
る
｡
瑞
典
に
は
世
界

最
大
亡
も
栴
し
程
る
磁
餓
鋸
床
が
あ
る
｡
こ
れ
等
の
城

ペ
ー
シ
ヅ
クプ
ロ
セ
ス

頭
に
は
蔑
分
か
の
燐
を
含
有
し
て
居
る
.
座
基
性
行
程

は
大
な
る
令
燐
鋸
床
の
壁
戊
を
促
し
'
瑞
典
を
し
て
有

数
な
る
産
織
固
化
ら
し
め
た
の
で
あ
る
｡
今
日
ま
で
は

含
蜘
餓
鋸
を
薪
炭
を
以
て
製
織
L
凍
っ
た
の
で
あ
る
が

石
炭
に
乏
し
い
た
め
に
大
規
模
に
貌
業
を
握
菅
L
難
-

餌
石
の
構
'
燭

｡
琴

白
｡
米
の
諮
問
に
輸
出
し
つ
ゝ
あ

る
の
で
あ
る
､
次
表
は

一
九

一
C
二

九

二
二
二

九

1I

太
p

∵
九
二

〇
の
四
ヶ
年
の
銭
銀
輪
肘
噸
数
聖

不
し
た

も
の
で
'
各

年
の
産
鋸
の
大
部
分
は
輸
出

せ

ら

れ

る

が
.
･N
れ
以
外
の
蘭
石
は
､
主
に
銑
蛾
ビ
し
て
多
-
紘

園
内
に
於
で
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
瑞
典
に
は

一
大

骨
融
が
あ
っ
て
､
二
十
四
肢
の
海
洋
通
ひ
の
船
舶
を
有

し
､
主
要
の
城
山
を
所
有
し
て
輸
出
}J
探
鋸
だ
の
推
力

歓
握
っ
て
居
る
｡

第
五
統

幕

六

E
T.〇

瑞
典
故
館
輸
出
先
及
び
噸
数

1
九
7
0
非

狗

図

三'三
三'九買

英

酎

筑
四､八
f<

白

図

三
九'昌
川

釆

図

二宍
'
聖
一

其

他

芯
八､元
入

食

計

m
.,I望
.黄
～

T
九
一
三
年

回
.(
怨
tEO
t

六
か
1､0ニ三

二志
'九
品

三造
tE
70

i.]三
一'六70

山ハ'書
宗
､ニ露

1
九
二
ハ中

田'ニ]1<'芸
)

八
:nlt至
エ

■●一■●■

二
二
三､七監

]'発
八.蒜
○

芯､EM七'忘
れ

1
九
二
〇
年

ニ'霊
八'
七一〇

三
61'宕
三

壷
0､忌
1

忠

'萱
三

至
れ'八宗

三'宍
八'究
J

瑞
典

の
鏡
餅
は
北
部
だ
中
部
ビ
南
部
と
の
三
地
方
か

ら
産
出
し
北
部
即
ち
北

瑞典
叉
は
瑞
典
ラ
ブ
ラ
ン
ド
ビ

栴
せ
ら
れ
る
地
方
が
最
も
主
姿
な
る
位
置
を
古
め
る
0

こ
の
地
方
は
恐
ら
-
世
界
第

一
の
磁
銀
躯
床
の
あ
る
地

方
で
､
主
だ
し
て
火
成
岩
文
は
火
成
岩
よ
-
の
鼻
骨

石

中
に
存
在
し
､

レ
ン
ズ
状
'
岩
脈
状
及
び
燐
衣
石
を
含

む
岩
石
だ
互
暦
し
て
産
出
す
る
｡
平
均
品
位
は
磁
蝕
鋸

六
〇
弔
以
上
で
あ
る
が
燐
も
精
多
-
て
四
郎
以
上
に
達

す
る
｡
こ
れ
等
の
織
鍬
は
瑞
典
の
最
北

ノ
ル
ポ
ッ
ト
ソ

州
に
集
中
し
､
キ
〝
ナ
ガ
ー
ラ
､
ダ

ブ
ガ
ー
ラ
'
ス
.,～
4Jl

バ
ー
ラ
､

レ
べ
三

ふ
､

メ
ル
タ
イ
ネ
ム
'
品
ク
ス
ト

p
ム
ベ

ルグ
'
ヅ
オ
ラ
バ
ー
ラ
其
他
の
小
焼
山
が
あ
っ

て
'
主

と
し
て
磁
城
東
で
あ
る
が
多
少
の
赤
餓
髄
を
有



L
t
燐
次
石
及
小
丑
の
珪
醍
及
丑
敏
雄
赦
を
も
含
む
｡

キ
ル
ナ
磁
山

(
K
1
.1.f･lL71a,
K
f
r
un
a
)

は
瑞
典
中

で
最

も
蚤
署
な
城
山
で

1
九

二
五
年

の
輸
出
蝕
髄
八
育
八
十

万
嘱
中
の
二
分
の

1
ほ
本
鋸
山
よ
り
産
出
し
た
の
で
あ

る
｡
こ
の
置
域
は
キ
ル
ナ
.,,
-
ク
､
ル
オ

サ
ガ
ー
ラ
の

大
鋸
床
を
含
み
.
諾
威

の
良
港
ナ
ル
ビ

ク

港
よ

り
韮
甫

官
哩
の
地
に
計
る
.
鋸
床
は
ル
オ
サ
ジ
ア
リ
ー
湖
面
か

ら
高
ま
る
山
脈
申
に
生
成
し
､
長
さ
三
呪
う
巾
官
択
乃
至

二
百
五
十
沢
､
蘭
脈
は
五
十
皮
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
錬

床
の
垂

向
鮎
は
七
宵
八
十
択
で
あ
る
が
'
海
面
下
二
千

沢
ま
で
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
居
る
｡
綿
密
な
る

磁
力
探
蘭
の
絡
苑
に
よ
る
ビ
七
千
五
官
沢
ま
で
存
在
す

る
も
の
だ
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
｡
栗
山
は
上
述
の

1
大
骨

祉

G
ra
ng
e
sferg
C
o
･

の
所
有
で
､
騎
畳
は
従
凍
七
億

五
千
万
噸

ビ
推
定

さ
れ
て
唐
花
が
'
湖
面
以
下
二
千
駅

の
試
錐
.の
粘
基
で
は
十
五
億
噸
は
稼
行
し
得
る
も
の
î)

1
九
二
四
年
に
聴
表
さ
れ
甘
.
こ
の
餓
山
の
覇
石
は
蛾

が
五
八
%
-
七
〇
宛
あ
っ
tj
.
柄
が
〇

･
〇

十
五
宛
か

ら
四
郎

位
ま
で

あ
る
.
焼
石
は
品
位

に
よ
っ
て
五
種
に

分
け
ら
れ
る
が
､
A
程
に
贋
す
る
も
の
は
比
較
的
少
-

北
欧
特
に
瑞
恥
の
銭
蝕
と
其
の
分
布

†
下
種
､.
D
種
等
の
燐
の
多

い
種
板
が
多

い
0
威
石
は

各
部
ナ
ル
ビ
ク
経
に
法
ら
れ
る
U
次
表
は
キ
ル
ナ
ノ
-

ラ
餓
鋸
の
分
析
結
果
で
あ
る
0

キ
ル
ナ

バ

ー
ラ
践
助
分
析
表
(甘
分
比
)

永 チ 管 石 弥 縫 硫 煉 銭
タ
3/土 次 土 酸 茸

A

稗

六
九
､
五
〇

〇
tO
T
九

〇
､〇
二

J
､六
九

〇
'
三
二

〇
､二
三

〇
'四
五

〇
'〇
八

〇
㌧
三
八

C
輝

六
七
'六
九

〇
'二
五
八

〇
､0
7
七

二
､〇
七

〇
'大
山

〇
､八
八

〇'四
六

0
.
7
<

D
稀

甘
稀

六
1
'
八
〇

五
八
'六
八

二
'〇
五
八

二
｣七
六

〇
'〇
五

〇
'〇
五
八

i
.九
凹

1
.九
C

O
t
三
八

〇
'四
〇

六
'七
五

八
'凹
1

0
二
五

〇
'三
四

0
.
7
<

0
二

二

c
t八
二

〇
㌧四
三

〇
'五
九

鋸
床
は
育
蕉
代
以
前
'
多
分
光
来
武
里
ゼ
瓜
は
れ
る

線
色
岩
難
､
角
閃
岩
瓶
を
貫
-
正
長
斑
岩
と
石
英
斑
岩

ど
の
大
岩
脈
中
に
鐘
成
し
'
其
の
断
面
は
間
に
示
し
た

迫
り
で
あ
る
｡

ル
オ
サ
バ
ー
ブ
鋸
床
は
キ
ル
ナ
バ
ー
ラ
鋸
床
の
北
に

あ
っ
て
こ
の
鋸
床
の
連
鰭
で
あ

る
｡
長
さ

1
哩
､
巾
八

十
呪
乃
至

一首
沢
'
平
均
晶
位
六
五
郎
'
鋸
畳
は
二
千

孟
七

四

叫



野際味助 ラーバjTJレキ

球

1･智達粒 色岩赦 2･l正長斑資

3.磁鉄鎖肺 4.石J黙斑岩

5.fTJ閃岩叔¶

第
八
懸

二
百
五
十
万
噸
乃
至

｢
千
万

喝
だ
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
'

後
の
推
定
の
方
が
正
し
い
ら

し
い
｡
そ
れ
は
従
来
の
推
測

よ
-
も
浬
部
に
鋭
脈
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
0

ゲ
リ
バ

ー
ラ
盛

山

G
el･

k.vaa
ra

は
キ
ル
ナ
城

川
の

東
商
約
首
肝
の
地
に
あ
っ
て
p
十
八
式
七
年
瑞
典
の
資

本
に
よ
･JI
英
人
に
よ
っ
て
開
襟
さ
れ
た
が
成
功
せ
ず
､

二
九
〇
四
年
に
グ
ラ
ン
グ
ス
骨
配
が
買

収

L
､
キ
ロ
の

盛
況

に
至
ら
し
め
た
J
長
さ
四
讐

巾
肝
分
の

1
哩
あ

っ
て
長
さ
牛
哩
付
の
数
脈
が
あ
る
｡
鋸
石
は
キ
ル
ナ
の

も
の
に
似
る
が
'
グ
リ

バ
ー
ラ
の
も
の
は
精
粗
粒
で
あ

ち
.
僻
の
倉
敷
に
よ
っ

て
髄
石
の
品
位
の
英
る
二
だ
キ

ル
ナ
ビ
甘
様
で
あ
る
｡
髄
腔
は
三
十
度
乃
至
七
十
度
の

傾
斜
を
有
L
t
六
百
五
十
択
位
ま
で
採
掘
さ
れ
て
屠
る
｡

然
る
に
千
五
百
択
伐
ま
で
春
粧
し
て
ゐ
る
こ
む
が
知
れ

1
億
<
千
万
噸
乃
至
二
億
四
千
万
噸
の
鋸
親
が
あ
る
ATJ

雅
唐
ル
さ
<れ
る
J
本
位
の
米
に
コ
ス
ク
ル
ー
ル
TTJ
い
ふ
柵
跳

第
五
碗

霊

八

由

こ

床
が
あ
り
へ
六
九
宛
の
良
晶
位
の
威
嚇
を
産
す
ィ篭

磯

畳
四

千
万
噂
で
為
る
Ⅷ
こ
の
故
山
の
戯
鋸
は
何
れ
滝
ボ

ス
ニ
ア
漕
井
田
に
運
ば
れ
百
二
十
四
哩
閣

て
光
ル

V
ア

路
か
ら
輸
出
す
る
｡

ス
バ
パ
バ
ー
チ
域
山

は
キ
ル
ナ
城
山
の
兼
南
に
あ

っ
て
ス
バ
パ
バ
ー
チ
鋸
床
及
附
近

の
数
爾
床

だ
阿
方
に

五
十
粁
を
閣

つ
エ
ク
ス
ト
マ
ム
ス
ペ
ル
グ
鋸
輝
か
ち
成

り

一
億
二
千
ガ
喝
の
歯
糞
が
あ
る
｡

細
粒
の
磁
織
飴
で

赤
成
東
整
父
へ
〉る
g
磁
政
教
に
は
社
々
角
閃
石
を
僻
ひ

赤
銀
盤
に
は
柘
村
石
を
伴
ふ
｡
こ
の
鋸
山
は
大
部
分
固

有
で
､
髄
石
=m
傍
は
四
〇
解
乃
雫
六
六
%
で
み
る
'
各

部
の
鉱
石
は
ナ
ル
ゼ
ク
港
に
温
捜
し
て
廃

山
qT
れ
.る
｡

本
鋸
山
中
で
ス
.JJ
't

バ
｣
ラ
鋸
床
の
東
亜
は
二
千
入
官

万
噸
'

レ
べ
ア

ニ
ー
",錬
床
は
三
千
八
百
万
境
へ

弟
ク

ス
ト
=

ス
べ
.ル
ク
嚢
腫
は
四
千
入

官
五
十
万
噸
ビ

推

定
さ
れ
著
名
で
あ
る
｡
品
位
は
六
〇
郎
以
上
で

1
房
の

燐
が
あ
る
b

ス

バ
パ
バ
ー
ラ
餓
錬
分
析
(甘
廿
比
)

.

磁
賊

蛾

赤

城

幼
･

践

I
四
三
'
二
〇
-
六
.i
t
八
〇

四
八
二

ニ
ー
六
川
､
二
六
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･
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燐疏

深

石

次

チ
タ

ン

〇
㌧六
〇
八
I
二

二
二

八
八

〇
'〇
二
七
-

O
t〇
八
7

1
'
一〇
-

7
7'六
〇

〇
二

五
1
-
0
㌧凹
U

0
'三
光
八
-
三
'〇
八
八

〇
､〇
末
0
1
0
'〇
六
〇

〇
､六
三
-
-
六
tRf九

〇
､C
九
-

O
へ四
五

一一■tー

tI111111

北
部
瑞
兆
純
血秋山仲
介
和
田

ル

ー
ト

バ
ー
ル
威
山

北
瑞
典
故
川

中
の
1特
例
で

あ

っ
て
基
性
岩
の
岩
聴
分
化
に
よ
っ
て
壁
成
し
た
も
の

だ
せ
ら
れ
'
瑞
許
の
境
界

に
近
-
春
和
す
〃C･0
長
さ

一

喝
､
巾
七
五
〇
t沢
中
約
二
分
の

一
は
餓
石
ビ
推
定
､
額

濃
的

1
千
二
百
万
噸
､
髄
腔
は
革
で
あ
っ
て
'
四
〇
〆

乃
至
五
〇
%
の
蝕
E
t

一
〇
%
乃
至

;
二
郎
の
チ
タ

ニ

ウ
ム
亡
を
有
す
る
｡
こ
の
鋭
石
を
精
選
し

て
六
五
%
の

戯
ビ
五
%
の
イ
ル
メ
ナ
イ
ト
を
得
る
の
で
あ
る
｡

以
上
､
北
瑞
典
の
四
鉄
山
の
推
定
額
畳
は
目
下
二
十

億
咽
を
越
え
て
ゐ
る
が
ぅ
最
近
に
於
で
綿
密
に
し
て
完

重
な
る
調
査
が
行
は
れ
る
に
つ
れ
て
増
加
す
る
傾
向
で

あ
る
｡
現
今
､
北
部
諸
銀
山
か
ら
輸
出
せ
ら
れ
る
僻
石

は
年
報
八
千
五
百
万
噸
で
あ
る
か
ら
P
瑞
典
の
殆
ど
九

割
七
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
｡

中
部
瑞
典
で
は
磁
地
盤
が
剰
岩
及
片
麻
岩
中
に
崩
桃

状
又
は
塊
状
を
な
し
て
存
在
す
る
｡
翫
憶
は
グ
ラ
ン
グ

北
欧
称
に
瑞
兆
の
錬
銀
と

其
の
分
布

ス
ペ

ル
グ'
ス
ト
ラ
ーヅ
サ
蘭
床
で
は
二
九
五
択
乃
至

二

六
〇

駅
の
厚
さ
を
有
す
る
が
､
其
他
で
は
.〓
ハ
択
乃
翼

三
三
択
の
間
に
過
ぎ
ぬ
Q
長
さ
は

ノ
ル
ベ
ル
グ
鋸
床
が

三
九
〇
〇
呪
'
グ
ラ
ン
グ

ス
ペ
ル
グ
騎
床
が
三
二
五
〇

帆
で

あ
る
｡
次
表
は
中
部
瑞
典
の
童
婁
城
東
床
で
あ

㌃

ロ
ム

ベ
ル
グ

赤
紙
蝕
､
磁

銑
鉄
'
品

仰
五
〇
%
-
六
〇
%
､

憐
〇
､
一
〇
%

サ
ル
サ

ベ
ル
グ

P
i･
ベ
ル
+zh･+
似
･･
が
磁
威
銑
･･iリ
も
触
蹴
銑
多

く
､

品
他

的
良

グ
ラ

シ
ゲ
ス
ベ
ル
グ

磁

践

蝕

み

主

と

L
t
赦
銑
鎌
わ
伸
ふ
.

煉
咋

1
%
内
外

歪

九

四
三



地

球

第
八
傘

L

ノ
ル

ベ
ル

グ

′
磁
鋤
鉄
､
併
進
少
､

ダ

リ
ネ

モ

ラ

磁
銑
鉄
.
燐
頼
少
､

ダ

ラ
ン

タ

ス
ベ
ル
グ

威
山

G
r
G71g
eSEerg
は
以
上
の

甲
､
澱
大
鋸
-=
で
仝
名
の
愈

牡
の
所
有

に係
-
･
中
世

よ
り
知
ら
る
｡
本
錬
山
の
置
域
は
長
さ
二
哩
車
'
巾

1

二
〇
〇
沢
､

一
八
八
式
年
よ
-

訳
式
に
採
掘
､
鋸
鰭
は

屈
桃
状
を
な
し
､
七
〇
度
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
初
め
は

露
天
掘
を
や
っ
た
が
今
は
坑
内
堀
で
､
主
要
な
る
二
脈

に
添
ひ
四
五
〇
呪
乃
寅
五
五
C
痕

ま
で
掘
進
さ
れ
て
居

る
O
鋭
糞

一
億
五
千
ガ
噴
､
年
産
百
四
十
万
喝
､

一
六

四
哩
を
隔
て
る
オ
ク
セ
ロ
ズ
ン
ド
措

C
x
eloszm
d
か
ら

輸
出
さ
れ
る
｡

ダ
y
ネ
モ
チ
繊
山

D
anllem
Ora

は
石
衣
岩
中
に
あ

っ
て
'

燐
の
最
極
め
て

少
い
の
で
有
名
で
､
〇
､

〇
〇

二
露
乃
至
○
'

〇
〇
五
%
に
過
ぎ
ぬ
｡
本
蛾
･川
中

の
オ

ダ
ン
ベ
ル
グ
東

成
は
一
七
五
〇
沢
ま
で
稼
行
､
其
他
の

鋸
床
は
何
れ
も
小
規
模
で
あ

る
｡
グ
ラ
ン
グ

ス
ペ
ル
グ

蛾
山
以
外
､
中
部
瑞
典
の
助
鋸
は
八
千
五
官
万
境

だ
推

節
五
班

員
〇

四
四

足
さ
れ
る
.
故
に
中
部
瑚
典
の
紙
畳
は
二
千
三
富
五
十

万
噸
法
な
る
薯
で
あ
る
｡

'
南
部
瑞
典
で
は
ク

ー
ベ
ル
グ
威
山

T
a
beri
が
あ
-

チ
タ
ン
含
有
磁
戯
鋸

を
産
す
る
の
で
有
名

で
あ
る
｡
品

位
は
珊
劣
る
の
で
稼
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
､
二
〇

-
三

〇
露
の
蛾
ビ
四
-
五
郎
の
チ
タ

ユ
タ
ム
A,J
O
､

一
%
の

焼
亡
を
有
す
る
｡
鋸
石
中
に
バ
ナ
デ
ク
ふ
な
含
む
が
故

に
緑
酒
的
に
葬
集
し
得
る
櫨
に
t･b
る
}J
有
望
で
あ
る
J

鋸
床
は
三
百
択
位
の
山
に
あ
っ
て
､
推
定
額
寒
五
千
万

噸
で
あ
る
0

以
上
'
北
欧
譜
間
中
で
は
瑚
典
は
銭
鋸
の
多

い
こ
と

に
於
て
節

一
位
に
屠
-
､
推
定
鋸
畳
に
放
て
は
恐
ら
-

欧
洲
に
も
比
を
見
な
い
魔
で
あ
る
｡
即
ち

ti
九
二
二
年

の
推
定
は
十

一
億

1
千
九
宵
万
噸
で
あ
つ
た
が
'

1
九

二
六
年
の
調
査
で
は
二
十
三
億
三
宵
三
十
五
万
噸
ど
な

っ
て
居
る
｡

以
上
'
虫
と
し
て

E
n
g
'戸
an
d
M
in
.
J
Q

ur.V
e
t.
1
2
4,
N
o.8.

A
u
g
.
192
7
に
よ
る
｡


